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‐
道
南
を
農
す

　
　
知
内
地
区
　
笠
松
　
勇
登
 さ
ん

3
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PICS

5
‐
ワ
ー
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プ
ラ
ス

　
　
第
24
回
通
常
総
代
会
開
催
の
ご
案
内

6
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

8
‐
対
話
し
た
い
わ（
組
合
員
懇
談
会
）

12
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

15
‐
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ
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管内各地の な情報をお届けします。旬TOPICS

力
を
合
わ
せ
て
新
た
な一
年
へ

【
共
済
推
進
】

　函
館
市
で
２
月
13
日
、
２
０
２
６
年
度
Ｌ
Ａ
共
済

推
進
決
起
大
会
を
開
き
関
係
者
を
含
め
30
人
が
出

席
し
た
。

　横
道
組
合
長
は
「
チ
ー
ム
で
情
報
を
共
有
し
、
総

合
力
を
発
揮
し
て
新
年
度
の
目
標
を
達
成
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
、
力
を
合
わ
せ

て
前
進
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

　決
意
表
明
で
は
、
信
用
共
済
部
共
済
推
進
グ
ル
ー

プ
佐
々
木
職
員
が
「
J
A
事
業
推
進
の
牽
引
役
と

な
り
、
事
業
推
進
目
標
の
達
成
に
向
け
て
L
A
・
ス

マ
サ
ポ
全
員
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
」
と
述
べ

た
。

「ガンバロウ」３唱を行うＬＡら

餅
つ
き
や
昔
遊
び
で
交
流
深
め
る

【
知
内
】

　知
内
地
区
女
性
部
は
１
月
20
日
、
同
町
内
の
技

能
実
習
生
と
餅
つ
き
な
ど
で
交
流
し
た
。

　部
員
ら
が
初
詣
や
町
内
の
神
社
な
ど
、
日
本
の

正
月
に
つ
い
て
説
明
し
、
八
雲
町
産
「
風
の
子
も
ち
」

10
キ
ロ
を
蒸
し
て
、
技
能
実
習
生
が
交
代
で
餅
を
つ

い
た
。

　町
内
で
農
作
業
に
従
事
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ベ

ト
ナ
ム
の
技
能
実
習
生
と
通
訳
24
人
、
部
員
12
人
と

町
や
Ｊ
Ａ
職
員
が
参
加
。

　技
能
実
習
生
は
、
女
性
部
の
指
導
を
受
け
て
出

来
上
が
っ
た
餅
で
あ
ん
こ
餅
を
作
り
、
雑
煮
、
き
な

粉
餅
な
ど
で
味
わ
っ
た
。

　昔
遊
び
と
し
て
、
け
ん
玉
、
め
ん
こ
、
福
笑
い
や

景
品
が
も
ら
え
る
お
み
く
じ
も
体
験
し
た
。

餅つきを体験する技能実習生ら

合
同
研
修
で
広
が
る
女
性
部
の
輪

　Ｊ
Ａ
道
南
地
区
女
性
協
議
会
は
１
月
22
日
、
北

斗
市
公
民
館
で
Ｊ
Ａ
女
性
部
ア
グ
リ
ミ
セ
ス
セ
ミ

ナ
ー
を
開
き
、会
員
や
関
係
者
ら
65
人
が
参
加
し
た
。

　午
前
の
部
は
、
七
飯
営
農
セ
ン
タ
ー
の
田
口
営
農

課
長
が
「
在
住
外
国
人
と
の
共
生
に
つ
い
て
」
と
題

し
、
日
本
に
在
留
す
る
外
国
人
の
数
や
、
人
手
不

足
の
現
状
な
ど
、
自
身
の
経
験
か
ら
外
国
人
材
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
伝
え
た
。

　午
後
の
部
で
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
の
吉
村

さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
頑
張
ら
な
い
体
操
」
と
題
し
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
た
め
の

講
義
と
体
操
を
実
施
し
た
。

頑張らない体操をする部員ら

お
か
あ
ち
ゃ
ん
の
力
作
ず
ら
り

【
木
古
内
】

　木
古
内
地
区
女
性
部
は
１
月
29
日
、「
第
３
回
お

か
あ
ち
ゃ
ん
の
工
夫
展
」
を
木
古
内
町
中
央
公
民

館
で
開
い
た
。

　女
性
部
員
の
他
、
木
古
内
町
の
鈴
木
町
長
や
横

道
組
合
長
ら
審
査
員
が
18
名
参
加
し
た
。

　同
町
特
産
品
の
「
は
こ
だ
て
和
牛
料
理
の
部
」
や

「
十
八
番
料
理
の
部
」
な
ど
の
６
部
門
に
計
１
２
３

点
が
出
品
さ
れ
、
審
査
員
が
味
や
出
来
栄
え
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
性
な
ど
を
基
準
に
評
価
を
行
い
最
優
秀
賞

受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　森
永
部
長
は
「
地
元
の
食
材
や
知
恵
を
活
か
し

た
作
品
が
多
く
、
審
査
員
の
方
々
に
も
高
く
評
価
し

て
い
た
だ
き
嬉
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

料理の採点を行う横道組合長（真ん中）ら

　
　
　【女
性
部
】

3

﹃
地
元
の
将
来
を
見
据
え
て
﹄

知内町

笠松　勇登さん （26）
かさまつ　ゆうと

取扱品目：水稲2332a／ニラ95a／トマト35a

―
就
農
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
市
立
函
館
高
等
学
校
を
卒
業
後
︑
岩
手
大
学
へ
進
学
し
︑
さ
ら
に
大
学
院
を
修
了
し
て
地
元

に
戻
り
︑
24
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し
た
︒

　
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
を
存
続
さ
せ
た
い
気
持
ち
や
︑
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で
も
知
内
町
の

名
前
を
な
く
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
︑
農
業
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
決
め
︑
叔
父

の
も
と
で
就
農
し
ま
し
た
︒

―
農
業
の
面
白
さ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
大
学
で
植
物
生
理
学
を
専
攻
し
専
門
知
識
を
学
ん
で
い
く
う
ち
に
︑
農
業
の
面
白
さ
と
奥
深

さ
を
実
感
し
ま
し
た
︒

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
祖
父
母
や
叔
父
の
手
伝
い
を
し
て
お
り
︑
高
校
時
代
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
真
剣
に
農
業
に
携
わ
り
︑
経
験
を
積
ん
で
い
ま
し
た
︒

　
農
業
は
毎
年
同
じ
作
業
の
繰
り
返
し
で
も
あ
り
ま
す
が
︑
そ
の
中
で
も
研
究
し
考
え
た
成
果

が
出
る
こ
と
が
あ
り
︑
と
て
も
楽
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

―
こ
れ
か
ら
学
び
た
い
事
は
あ
り
ま
す
か
？

　
学
生
時
代
か
ら
研
究
を
続
け
て
い
る
ニ
ラ
と
低
温
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
に
研
究
し
て
い
き

た
い
で
す
︒
ニ
ラ
が
よ
り
強
く
︑
美
味
し
く
育
つ
方
法
を
探
求
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
︒

―
仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
常
に﹁
来
年
や
次
の
こ
と
﹂を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
︒
農
業
は
年
ご
と
の
成
果
が
重
要
で
︑

研
究
や
改
善
の
チ
ャ
ン
ス
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
１
年
単
位
で
計
画
を
立
て
行
動
し
て
い
ま
す
︒

私
の
人
生
の
中
で
あ
と
50
回
ほ
ど
し
か
研
究
で
き
な
い
と
考
え
︑
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う

に
意
識
し
て
い
ま
す
︒

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
知
内
町
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
︑
北
海
道
の
中
で
も
よ

り
有
名
な
町
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒
日

本
で
は
古
く
か
ら
︑
地
域
発
展
の
基
盤
は
農
業
を
は
じ

め
と
す
る
一
次
産
業
が
担
っ
て
き
ま
し
た
︒
そ
の
た
め
︑

農
業
に
関
わ
る
こ
と
で
町
お
こ
し
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

　
特
に
力
を
入
れ
た
い
の
は
︑
新
規
就
農
者
を
増
や
す

こ
と
で
す
︒
大
学
時
代
︑農
業
に
興
味
を
持
ち
な
が
ら
も
︑

つ
な
が
り
や
具
体
的
な
手
段
が
な
く
一
歩
を
踏
み
出
せ

な
い
学
生
が
多
く
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
︒
そ
う
し

た
若
者
を
知
内
町
に
呼
び
込
み
︑
挑
戦
で
き
る
環
境
を

整
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

　
町
お
こ
し
は
私
の
人
生
の
最
終
目
標
で
す
︒
今
後
も

研
究
を
続
け
な
が
ら
︑
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
︒

お気に入りの景色を教えてくれました！
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WORK PLUS+
当ＪＡ職員について、趣味や好きなことを交えてご紹介します。

七飯営農センター　生産資材課
 さ　  さ　 き　　　  はや　と

佐々木　隼人 職員（27歳）
Ｑ．業務において心掛けていることはなんですか？
Ａ．農家の方が来店されたときは元気よく挨拶することを心がけています。
Ｑ．仕事においてやりがいを感じるときはどんな時ですか？
Ａ．自分で勉強して身についた知識が農家の方の役に立ったときにやりが
　　いを感じます。

■函館市出身　　　■令和4年２月に入組
■趣味はハンドボール・ゲーム
■主な業務／資材業務・函館への配達業務

P R O F I L E

函館と札幌の合同チームに所属しています。
中学校1年生から始め、競技歴は13年です

◇日時：令和8年4月14日（火）
　　　　午前10時～

◇場所：北斗市総合文化センター
　　　　「かなでーる」大ホール

◇議案：令和７年度事業報告　他

　総代の役割とは…

第２４回通常総代会を下記日程により開催いたします。

総代皆様のご出席を賜りますようよろしくお願いいたします。

第24回通常総代会開催のご案内

　ＪＡの運営は組合員全員の総意に基づいて行われなければなりま
せん。そのためにＪＡとしての統一した意思を決定する場が「総代会」
です。
　各地域より選出された「総代」は、総代会においてＪＡの運営方針な
どについて議論を行い、議決権を行使します。正組合員の中から選
出された総代は、いわば日本における国会議員のような存在。組合
員の代表としてＪＡの将来を決定する大切な役割を担っています。

かなでーる

総代は組合員のみなさんの代表です。総代会
においてＪＡの運営方針などを決定します
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令
和
８
年
度 

Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
優
績
Ｌ
Ａ
表
彰

（
左
か
ら
）日
沼
係
長
、堀
場
主
査
、天
野
主
査
、新
井
職
員

表
彰
状
を
受
け
取
る
堀
場
主
査（
左
）

組
合
長
賞 
《
年
間
Ｍ
Ｖ
Ｐ
》

共
済
推
進
グ
ル
ー
プ
　
堀
場
　
翔
太 

主
査

信
用
担
当
常
務
賞

共
済
推
進
グ
ル
ー
プ
　
天
野
　
秀
也 

主
査

信
用
共
済
部
長
賞

共
済
推
進
グ
ル
ー
プ
　
新
井
　
菜
月 

職
員

共
済
連
支
所
長
賞

厚
沢
部
支
店
　
　
　
　
日
沼
　
朱
香 

係
長

有
限
会
社
　高
橋
畜
産

　１
月
19
日
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
、
日
本

Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
協
会
主
催
の
令
和
７
年
度
Ｓ
Ｐ
Ｆ
豚
セ
ミ

ナ
ー
に
て
、
生
産
成
績
優
秀
Ｃ
Ｍ
農
場
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　総
合
生
産
成
績
部
門
に
て
、
全
国
90
農
場
の
中

か
ら
（
有
）
高
橋
畜
産
が
最
高
位
の
「
Ｃ
Ｍ
農
場

総
合
生
産
成
績
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

同
農
場
は
表
彰
対
象
農
場
と
な
っ
て
か
ら
４
年
連

続
、
４
度
目
の
最
優
秀
賞
受
賞
の
快
挙
を
達
成
さ

れ
、
そ
の
高
い
生
産
技
術
と
安
定
し
た
成
績
が
改
め

て
評
価
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

表彰を受ける高橋佐和子取締役

南
渡
島
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　大
嶋

　徹
さ
ん

　１
月
29
日
、
30
日
に
開
催
さ
れ
た
北
海
道
ア
グ

リ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
「
北
海
道
青
年
農
業
者
会

議
」
に
て
、
実
績
発
表
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
門
に
渡
島

代
表
と
し
て
大
嶋
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　全
道
の
代
表
者
が
研
究
成
果
を
発
表
す
る
本
大

会
で
「
知
内
町
か
ら
始
め
る
新
た
な
物
語
〜
ニ
ラ
栽

培
の
挑
戦
が
つ
な
ぐ
地
域
の
未
来
〜
」
と
題
し
た
発

表
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　３
月
５
日
に
は
東
京
で
開
か
れ
る
「
全
国
青
年
農

業
者
会
議
」
に
道
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　令
和
7
年
度
に
顕
著
な
実
績
を
積
み
上
げ
た
L
A
を
表
彰
す
る
優
績
L
A
表
彰
に

て
、
4
人
の
L
A
を
表
彰
し
、
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

受賞報告した大嶋さん（左）
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４　今後の展望
　当地区では依然として連作や交互作が多く、病害リスクが残っています。今回提示した輪作モデルを活
用し、多品目の田畑輪作を地域に広げることで、水田のフル活用と農業経営の安定化を図っていくことが
期待されます。

※今回の「渡島型輪作プロジェクトの取り組み」は、令和8年2月10日に渡島型輪作セミナーを開催し、成
果集を配布いたしました。今後、成果集については渡島農業改良普及センターのホームページ上で公開
する予定になっています。なお、内容のお問い合わせについては渡島農業改良普及センターまでお願い
します。

３　活動の成果

○明きょ施工ほ場では、降雨後の停滞水が速やか
　に解消されることを確認
○大豆はpH改善により慣行比150％の収量を達成
○露地長ねぎは排水対策とpH改善により4t/10a以
　上の収量を確保し、萎凋病の発生も軽減
○子実用とうもろこしは、晩生品種の導入及び適
　期防除により増収を確認し、輪作への組込が可
　能に

⑵ 渡島型輪作モデルの提案

⑴ 透排水性改善・安定生産の成果

写真２　額縁明きょ施工有無による滞水の違い

渡島農業改良普及センター

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！
グリーンタイムがホームページで閲覧できるようになりました

▲

7

１　活動の背景

２　活動の内容

渡島型輪作プロジェクトの取り組み紹介（令和５年～７年）

　渡島地域では水田転作が進む
中、大豆、そば、麦類、露地長ね
ぎ、だいこん、にんじんなど多様
な作物が作付けされています。
しかし、作付品目は大豆に偏り、
収量性の低さが問題となってい
ました。露地長ねぎでは連作に
よる土壌病害が発生しやすく、
安定生産の妨げとなっていま
す。また、水田土壌は透排水性が
十分でなく、多雨年には転作作
物の生育不良が目立ちました。

○額縁明きょの施工を推進
　・大豆・露地長ねぎほ場で溝掘り機を用いた実演会を実施
　・施工前後の排水状況をタイムラプスカメラで記録し、効果を確認
○集中管理孔を活用した暗きょ清掃の実演
　・基盤整備で設置された施設を有効活用するための取り組み
　・農業者の理解促進と地域全体での排水対策を推進
○露地長ねぎの土壌改善
　・石灰資材の施用を提案し、心土破砕や額縁明きょ施工も併せて推進
　・水稲作付け後の土壌pH低下に対応するため、秋に土壌診断を実施

　こうした課題を解決し、水田を有効に活用する輪作体系を確立するため、令和５年に振興局と連携し
「渡島型輪作プロジェクト」を立ち上げ、３年間の計画で取り組みを進めました。

図１　渡島輪作プロジェクトの取組

写真１　集中管理孔を活用した
　　　　暗きょ清掃実演会

⑴ 透排水性の改善

○大豆の収量向上に向けたpH改善の実証
・石灰資材施用の実証ほを設置し、収量性の変化を確認
○新品目「子実用とうもろこし」の導入試験
・地域の気象条件に合わせ、晩生105日クラス品種の試験栽培を実施
・アワノメイガに対するドローン防除の推進

⑵ 安定生産技術の確立

○先進地の事例調査
・他県・道内の輪作体系を調査し、必要な機械・労働力・経費を整理
○地域に適した輪作モデルの検討
・作付体系や作業負担を踏まえ、導入可能な輪作モデルを検討

⑶ 渡島型輪作の検討

渡島農業改良普及センターのホームページ http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/

連絡先 0138-77-8242 6



営
農
販
売
担
当
の
常
務
3
名
を
選
任

し
て
お
り
ま
す
が
、
他
役
員
が
担
当

業
務
を
兼
務
す
る
事
で
運
営
は
可
能

で
す
の
で
、
役
員
定
数
等
検
討
委
員

会
で
協
議
の
結
果
、
R
9
年
役
員
改

選
時
に
定
数
を
1
名
減
ら
す
予
定
で

す
。

◇
　
退
職
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

同
じ
理
由
で
辞
め
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
前
に
は
、
営
農

セ
ン
タ
ー
や
人
事
課
で
個
別
に
面
談

を
行
い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
ニ
マ
ル
（
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
J
A
）

は
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
別

で
あ
り
、
農
産
物
集
荷
伝
票
の
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
目
的
と

し
た
取
組
み
で
す
。

◇
　
新
ト
マ
ト
共
選
に
関
わ
る
建
物
及

び
機
械
類
の
補
助
申
請
や
、
入
札
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遅
滞
な
く

取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

◇
　
天
候
に
よ
る
出
荷
数
量
減
少
、
系

統
外
出
荷
が
主
な
要
因
で
す
。
組
合

員
巡
回
の
強
化
等
、
営
農
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
既
に
当
該
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
近

隣
農
協
と
共
選
事
業
提
携
が
図
れ
る

よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
出
荷
受
入
時
間
の
統
一
は
、
品
目

や
取
扱
量
の
違
い
か
ら
困
難
で
す
が
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
土
曜

受
入
を
業
者
委
託
し
た
地
区
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
各
地
区
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
系
統
の
情
報
や
販
売
環
境
を
踏
ま

え
設
定
し
て
お
り
、
概
算
金
返
還
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
販
売

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
本
年
は
期
中
で
の
新
米
販
売
が
伸

び
悩
み
、
例
年
に
比
べ
て
出
荷
が
遅

い
影
響
に
よ
り
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
原
料
の
搬
入
が
滞
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
各
地
区
倉
庫
か
ら
の
原
料
受

け
入
れ
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

精
算
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
早
期
精

算
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
再
編
検
討
委
員
会
で
、
低
温
倉
庫

建
設
や
両
施
設
の
増
強
・
増
築
工
事

等
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
新
設
が
最
も
良
い
の
で
す
が
利
用

料
等
負
担
金
の
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、

様
々
な
選
択
肢
を
検
討
し
、
2
年
ぐ

ら
い
の
間
に
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
令
和
11
年
ま
で
事
業
に
乗
れ
る
よ

う
、
地
区
事
情
や
要
望
を
入
れ
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
で
も
大
規

模
な
広
域
ト
マ
ト
共
選
再
編
も
進
ん

で
お
り
、
今
後
、
中
期
計
画
の
重
要

な
案
件
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
（
意
見
）

◇
　
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
後
継
品
種
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
品
種
特
性
と

し
て
、
高
温
に
強
く
、
白
度
も
高
く
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
た
販
売
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
現
時
点
で
は
、
令
和
6
年
産
施
設

特
定
米
穀
の
最
終
精
算
は
あ
り
ま
す
。

◇
　
今
年
度
は
、
概
算
金
の
早
期
設
定
、

新
た
な
出
荷
奨
励
金
の
設
定
に
も
取

組
ん
だ
結
果
、
集
荷
率
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
巡
回
に

よ
る
集
荷
推
進
に
も
努
め
ま
し
た
。

商
系
一
括
買
取
は
自
社
利
益
を
優
先

し
て
お
り
透
明
性
に
欠
け
ま
す
。
一

方
、
J
A
は
所
定
の
手
数
料
等
を
明

確
化
し
対
応
し
て
お
り
、
J
A
の
概

算
・
精
算
方
式
は
一
定
の
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
少
し
で
も
高
く
、
早
く

を
目
指
し
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
コ
ス
ト
高
が
続
く
現
状
で
、
乳
価

は
適
正
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
価
格
交

渉
に
向
け
道
酪
対
等
の
活
動
を
通
じ

て
要
請
し
て
い
ま
す
。

◇
　
ホ
ク
レ
ン
指
定
団
体
情
報
紙
で
基

本
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し

た
情
報
提
供
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
限
ら
れ
た
人
員
体
制
に
お
い
て
各

自
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
範
囲
に
と

ら
わ
れ
る
事
な
く
連
携
を
強
化
し
効

率
的
業
務
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
　
J
A
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
に
よ

る
駆
除
は
現
状
難
し
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
行
政
と
協
議
し
、

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
行
政
と
連
携
し
、
新
規
就
農
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

◇
　
農
産
物
の
適
正
価
格
は
生
産
費
だ

け
で
な
く
機
械
更
新
費
・
施
設
投
資

費
を
含
む
再
生
産
を
踏
ま
え
た
水
準

と
し
、
国
に
は
今
後
も
継
続
し
て
適

正
価
格
形
成
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◇
　
新
規
就
農
対
策
は
市
町
主
体
で

行
っ
て
お
り
、
現
状
と
し
て
は
J
A

で
予
算
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇
　
家
庭
菜
園
に
使
用
し
た
薬
剤
が
散

布
機
材
の
洗
浄
不
足
に
よ
り
、
混
入

し
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
す
。

◇
　
新
規
就
農
支
援
は
自
治
体
ご
と
に

対
応
が
異
な
る
た
め
、
地
区
ご
と
に

行
政
と
連
携
し
ま
す
。
農
協
は
支
援

へ
積
極
的
に
関
与
し
、
都
度
状
況
に

応
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
て
J
A

へ
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
正

組
合
員
化
で
女
性
・
担
い
手
の
目
線

で
J
A
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
提
案
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

正
組
合
員
の
減
少
が
著
し
く
、
経
営

基
盤
維
持
も
含
め
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
　
利
用
者
へ
の
事
前
周
知
に
関
し
て

は
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
と
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
大
沼
地
区
は
以
前
の

よ
う
に
封
筒
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
新
規
就
農
者
を
受
入
れ
て
も
、
そ

れ
以
上
に
離
農
者
が
多
い
状
況
で
す
。

　
　
一
戸
複
数
組
合
員
化
は
、
後
継
者

も
経
営
者
に
な
る
前
に
加
入
し
農
協

運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
女
性

も
色
々
な
会
議
や
研
修
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
取
組
み
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
な
る
べ
く
同
地
区
か
ら
広
域
理
事

を
選
出
し
な
い
方
針
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
理
事
会
等
で
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
入
組
後
ま
も
な
い
職
員
と
の
面
談

や
、
全
職
員
に
対
し
て
人
事
制
度
に

基
づ
く
面
談
を
年
に
数
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
（
要
望
）

◇
　
女
性
の
管
理
職
登
用
の
明
確
な
目

標
値
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
全
職

員
の
46
〜
47
％
が
女
性
で
、
男
女
関

係
な
く
登
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
…
質
問
・
意
見

　
◇
…
回
答

◇
　
運
営
元
で
あ
る
J
A
北
海
道
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
改
善
点
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
営

農
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
伝
え
下
さ
い
。

本
店
と
連
携
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

要
望
を
繋
ぎ
ま
す
。

◇
　
正
組
合
員
数
が
減
る
と
農
協
事
業

が
縮
小
し
ま
す
。
正
組
合
員
が
増
え

る
と
J
A
運
営
に
様
々
な
意
見
を
反

映
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

◇
　
正
組
合
員
加
入
促
進
に
よ
り
、
正

組
合
員
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
当
J
A
で
は
常
務
理
事
が
学
識
経

験
理
事
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
元
職
員
や
連
合
会
の
元
職
員
な
ど

が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
外
部
企

業
等
か
ら
の
起
用
は
要
望
と
し
て
伺

い
ま
す
。

◇
　
審
査
担
当
の
常
務
を
別
に
選
任
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
針
に

よ
り
、
信
用
担
当
、
総
務
審
査
担
当
、

1
令
和
７
年
４
月
の
懇
談
会
意
見
集

約
の
回
答
で
「
業
務
内
容
を
考
慮

し
、
適
切
な
評
価
を
し
て
い
る
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
適
切
な

評
価
を
し
て
い
な
い
か
ら
退
職
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

4
天
候
の
影
響
に
よ
り
出
荷
物
は
減

少
し
た
も
の
の
、
価
格
は
良
か
っ

た
と
思
う
。
販
売
実
績
で
は
、
計

画
対
比
で
減
少
が
多
い
の
で
系
統

外
出
荷
へ
の
対
応
を
含
め
、
対
策

を
講
じ
て
ほ
し
い
。

7
こ
こ
数
年
で
米
の
価
格
が
適
正
価

格
に
近
付
い
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
は

消
費
者
寄
り
の
「
高
価
格
」
ば
か

り
報
道
し
て
い
る
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら

現
状
価
格
は
適
正
で
あ
る
と
全
国

に
示
し
て
ほ
し
い
。

10
せ
た
な
地
区
の
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
再
編
計
画
に
つ
い
て
、
再
検
討

す
る
に
も
し
っ
か
り
と
期
間
を
決

め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。Ｊ
Ａ
の
考
え
を
教
え
て
ほ
し

い
。

11
国
の
施
設
再
編
補
助
事
業
の
期
間

中
に
せ
た
な
地
区
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
再
編
を
取
り
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
考
え
を
教
え

て
ほ
し
い
。

12
せ
た
な
地
区
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

再
編
を
踏
ま
え
、
原
則
、
農
協
出

荷
を
徹
底
す
る
等
、
自
ら
の
米
の

生
産
出
荷
体
制
等
、
姿
勢
自
体
も

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

8
米
の
概
算
金
が
高
く
な
り
、
野
菜

の
減
少
分
を
補
う
こ
と
が
で
き

た
。
情
報
で
は
〝
年
明
け
に
米
価

が
下
が
り
概
算
金
を
返
還
す
る
可

能
性
が
あ
る
〞
と
い
う
話
も
出
て

お
り
心
配
し
て
い
る
。

9
米
を
出
荷
し
て
か
ら
の
精
算
が
遅

す
ぎ
る
。
ク
ミ
カ
ン
運
用
に
も
支

障
を
来
す
た
め
、
要
因
分
析
の
う

え
改
善
願
い
た
い
。

5
人
参
共
選
に
つ
い
て
、
出
荷
者
の

減
少
、
共
選
機
の
老
朽
化
に
伴
う

修
理
費
の
増
加
等
、
今
後
の
共
選

運
営
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
対
応

願
い
た
い
。

6
今
年
度
、
一
部
地
域
で
出
荷
受
入

時
間
を
前
倒
し
し
た
が
、
働
き
方

改
革
の
観
点
か
ら
も
、
全
地
区
で

足
並
み
を
揃
え
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

2
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
連

し
て
い
る
と
思
う
が
、ニ
マ
ル
（
ｎ

ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
Ｊ
Ａ
）
は
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
か
。

【
生
産
販
売
部
関
係
】

3
キ
ュ
ウ
リ
共
選
機
の
移
設
が
遅
れ

て
い
る
と
聞
い
た
が
、
新
ト
マ
ト

共
選
施
設
再
編
に
遅
れ
等
の
影
響

は
出
な
い
か
。
期
待
し
て
い
る
の

で
早
急
に
取
り
進
め
て
ほ
し
い
。

9

組合員懇談会開催結果報告

営
農
販
売
担
当
の
常
務
3
名
を
選
任

し
て
お
り
ま
す
が
、
他
役
員
が
担
当

業
務
を
兼
務
す
る
事
で
運
営
は
可
能

で
す
の
で
、
役
員
定
数
等
検
討
委
員

会
で
協
議
の
結
果
、
R
9
年
役
員
改

選
時
に
定
数
を
1
名
減
ら
す
予
定
で

す
。

◇
　
退
職
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

同
じ
理
由
で
辞
め
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
前
に
は
、
営
農

セ
ン
タ
ー
や
人
事
課
で
個
別
に
面
談

を
行
い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
ニ
マ
ル
（
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
J
A
）

は
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
別

で
あ
り
、
農
産
物
集
荷
伝
票
の
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
目
的
と

し
た
取
組
み
で
す
。

◇
　
新
ト
マ
ト
共
選
に
関
わ
る
建
物
及

び
機
械
類
の
補
助
申
請
や
、
入
札
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遅
滞
な
く

取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

◇
　
天
候
に
よ
る
出
荷
数
量
減
少
、
系

統
外
出
荷
が
主
な
要
因
で
す
。
組
合

員
巡
回
の
強
化
等
、
営
農
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
既
に
当
該
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
近

隣
農
協
と
共
選
事
業
提
携
が
図
れ
る

よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
出
荷
受
入
時
間
の
統
一
は
、
品
目

や
取
扱
量
の
違
い
か
ら
困
難
で
す
が
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
土
曜

受
入
を
業
者
委
託
し
た
地
区
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
各
地
区
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
系
統
の
情
報
や
販
売
環
境
を
踏
ま

え
設
定
し
て
お
り
、
概
算
金
返
還
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
販
売

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
本
年
は
期
中
で
の
新
米
販
売
が
伸

び
悩
み
、
例
年
に
比
べ
て
出
荷
が
遅

い
影
響
に
よ
り
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
原
料
の
搬
入
が
滞
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
各
地
区
倉
庫
か
ら
の
原
料
受

け
入
れ
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

精
算
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
早
期
精

算
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
再
編
検
討
委
員
会
で
、
低
温
倉
庫

建
設
や
両
施
設
の
増
強
・
増
築
工
事

等
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
新
設
が
最
も
良
い
の
で
す
が
利
用

料
等
負
担
金
の
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、

様
々
な
選
択
肢
を
検
討
し
、
2
年
ぐ

ら
い
の
間
に
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
令
和
11
年
ま
で
事
業
に
乗
れ
る
よ

う
、
地
区
事
情
や
要
望
を
入
れ
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
で
も
大
規

模
な
広
域
ト
マ
ト
共
選
再
編
も
進
ん

で
お
り
、
今
後
、
中
期
計
画
の
重
要

な
案
件
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
（
意
見
）

◇
　
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
後
継
品
種
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
品
種
特
性
と

し
て
、
高
温
に
強
く
、
白
度
も
高
く
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
た
販
売
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
現
時
点
で
は
、
令
和
6
年
産
施
設

特
定
米
穀
の
最
終
精
算
は
あ
り
ま
す
。

◇
　
今
年
度
は
、
概
算
金
の
早
期
設
定
、

新
た
な
出
荷
奨
励
金
の
設
定
に
も
取

組
ん
だ
結
果
、
集
荷
率
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
巡
回
に

よ
る
集
荷
推
進
に
も
努
め
ま
し
た
。

商
系
一
括
買
取
は
自
社
利
益
を
優
先

し
て
お
り
透
明
性
に
欠
け
ま
す
。
一

方
、
J
A
は
所
定
の
手
数
料
等
を
明

確
化
し
対
応
し
て
お
り
、
J
A
の
概

算
・
精
算
方
式
は
一
定
の
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
少
し
で
も
高
く
、
早
く

を
目
指
し
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
コ
ス
ト
高
が
続
く
現
状
で
、
乳
価

は
適
正
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
価
格
交

渉
に
向
け
道
酪
対
等
の
活
動
を
通
じ

て
要
請
し
て
い
ま
す
。

◇
　
ホ
ク
レ
ン
指
定
団
体
情
報
紙
で
基

本
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し

た
情
報
提
供
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
限
ら
れ
た
人
員
体
制
に
お
い
て
各

自
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
範
囲
に
と

ら
わ
れ
る
事
な
く
連
携
を
強
化
し
効

率
的
業
務
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
　
J
A
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
に
よ

る
駆
除
は
現
状
難
し
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
行
政
と
協
議
し
、

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
行
政
と
連
携
し
、
新
規
就
農
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

◇
　
農
産
物
の
適
正
価
格
は
生
産
費
だ

け
で
な
く
機
械
更
新
費
・
施
設
投
資

費
を
含
む
再
生
産
を
踏
ま
え
た
水
準

と
し
、
国
に
は
今
後
も
継
続
し
て
適

正
価
格
形
成
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◇
　
新
規
就
農
対
策
は
市
町
主
体
で

行
っ
て
お
り
、
現
状
と
し
て
は
J
A

で
予
算
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇
　
家
庭
菜
園
に
使
用
し
た
薬
剤
が
散

布
機
材
の
洗
浄
不
足
に
よ
り
、
混
入

し
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
す
。

◇
　
新
規
就
農
支
援
は
自
治
体
ご
と
に

対
応
が
異
な
る
た
め
、
地
区
ご
と
に

行
政
と
連
携
し
ま
す
。
農
協
は
支
援

へ
積
極
的
に
関
与
し
、
都
度
状
況
に

応
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
て
J
A

へ
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
正

組
合
員
化
で
女
性
・
担
い
手
の
目
線

で
J
A
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
提
案
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

正
組
合
員
の
減
少
が
著
し
く
、
経
営

基
盤
維
持
も
含
め
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
　
利
用
者
へ
の
事
前
周
知
に
関
し
て

は
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
と
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
大
沼
地
区
は
以
前
の

よ
う
に
封
筒
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
新
規
就
農
者
を
受
入
れ
て
も
、
そ

れ
以
上
に
離
農
者
が
多
い
状
況
で
す
。

　
　
一
戸
複
数
組
合
員
化
は
、
後
継
者

も
経
営
者
に
な
る
前
に
加
入
し
農
協

運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
女
性

も
色
々
な
会
議
や
研
修
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
取
組
み
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
な
る
べ
く
同
地
区
か
ら
広
域
理
事

を
選
出
し
な
い
方
針
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
理
事
会
等
で
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
入
組
後
ま
も
な
い
職
員
と
の
面
談

や
、
全
職
員
に
対
し
て
人
事
制
度
に

基
づ
く
面
談
を
年
に
数
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
（
要
望
）

◇
　
女
性
の
管
理
職
登
用
の
明
確
な
目

標
値
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
全
職

員
の
46
〜
47
％
が
女
性
で
、
男
女
関

係
な
く
登
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
…
質
問
・
意
見

　
◇
…
回
答

◇
　
運
営
元
で
あ
る
J
A
北
海
道
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
改
善
点
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
営

農
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
伝
え
下
さ
い
。

本
店
と
連
携
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

要
望
を
繋
ぎ
ま
す
。

◇
　
正
組
合
員
数
が
減
る
と
農
協
事
業

が
縮
小
し
ま
す
。
正
組
合
員
が
増
え

る
と
J
A
運
営
に
様
々
な
意
見
を
反

映
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

◇
　
正
組
合
員
加
入
促
進
に
よ
り
、
正

組
合
員
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
当
J
A
で
は
常
務
理
事
が
学
識
経

験
理
事
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
元
職
員
や
連
合
会
の
元
職
員
な
ど

が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
外
部
企

業
等
か
ら
の
起
用
は
要
望
と
し
て
伺

い
ま
す
。

◇
　
審
査
担
当
の
常
務
を
別
に
選
任
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
針
に

よ
り
、
信
用
担
当
、
総
務
審
査
担
当
、

※要約版でありますことを予めご了承願います。

1
営
農
支
援
シ
ス
テ
ム
で
、
キ
ー

ワ
ー
ド
検
索
や
組
合
員
側
で
営
農

コ
ー
ド
を
変
換
で
き
な
い
か
。

1
学
経
理
事
と
は
ど
の
よ
う
な
理
事

で
、
ど
の
よ
う
に
選
任
し
ま
す
か
。

Ｊ
Ａ
以
外
か
ら
経
営
の
プ
ロ
を
呼

ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

2
常
務
理
事
を
１
名
減
ら
し
て
、Ｊ

Ａ
運
営
に
支
障
は
な
い
の
か
。

3
女
性
や
後
継
者
は
あ
く
ま
で
経
営

の
お
手
伝
い
で
、
会
議
は
夫
が
出

る
と
い
う
役
割
が
で
き
て
い
る
。

正
組
合
員
と
し
て
懇
談
会
等
に
出

る
こ
と
で
意
識
が
変
わ
る
と
思
う

の
で
、
女
性
正
組
合
員
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。

1
一
戸
複
数
正
組
合
員
化
の
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

2
組
合
員
数
減
少
に
向
け
た
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。

【
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
関
係
】

【
一
戸
複
数
組
合
員
化
】

【
役
員
定
数
等
】

令和７年１２月２日（火）～４日（木）開催日時

対象者数１，９０８人、出席者数１５１人、出席率７．９％出席状況

７地区・７会場で開催開催状況

組
合
員
懇
談
会
開
催

　
　
　
　
　
　結
果
報
告
（
要
約
版
）

　
第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
（
令
和
６
年
度
〜
令
和
１０
年
度
）

で
は
、
重
点
実
施
項
目
の
一
つ
と
し
て
「
対
話
を
通
じ
た
組
合
員

と
の
関
係
強
化
」
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
と
の
対
話
を
通

じ
Ｊ
Ａ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
課
題
を
共
有

し
、
意
思
結
集
の
も
と
で
「
協
同
の
成
果
」
の
追
求
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

話し 聞き 相談し
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営
農
販
売
担
当
の
常
務
3
名
を
選
任

し
て
お
り
ま
す
が
、
他
役
員
が
担
当

業
務
を
兼
務
す
る
事
で
運
営
は
可
能

で
す
の
で
、
役
員
定
数
等
検
討
委
員

会
で
協
議
の
結
果
、
R
9
年
役
員
改

選
時
に
定
数
を
1
名
減
ら
す
予
定
で

す
。

◇
　
退
職
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

同
じ
理
由
で
辞
め
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
前
に
は
、
営
農

セ
ン
タ
ー
や
人
事
課
で
個
別
に
面
談

を
行
い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
ニ
マ
ル
（
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
J
A
）

は
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
別

で
あ
り
、
農
産
物
集
荷
伝
票
の
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
目
的
と

し
た
取
組
み
で
す
。

◇
　
新
ト
マ
ト
共
選
に
関
わ
る
建
物
及

び
機
械
類
の
補
助
申
請
や
、
入
札
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遅
滞
な
く

取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

◇
　
天
候
に
よ
る
出
荷
数
量
減
少
、
系

統
外
出
荷
が
主
な
要
因
で
す
。
組
合

員
巡
回
の
強
化
等
、
営
農
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
既
に
当
該
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
近

隣
農
協
と
共
選
事
業
提
携
が
図
れ
る

よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
出
荷
受
入
時
間
の
統
一
は
、
品
目

や
取
扱
量
の
違
い
か
ら
困
難
で
す
が
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
土
曜

受
入
を
業
者
委
託
し
た
地
区
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
各
地
区
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
系
統
の
情
報
や
販
売
環
境
を
踏
ま

え
設
定
し
て
お
り
、
概
算
金
返
還
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
販
売

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
本
年
は
期
中
で
の
新
米
販
売
が
伸

び
悩
み
、
例
年
に
比
べ
て
出
荷
が
遅

い
影
響
に
よ
り
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
原
料
の
搬
入
が
滞
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
各
地
区
倉
庫
か
ら
の
原
料
受

け
入
れ
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

精
算
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
早
期
精

算
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
再
編
検
討
委
員
会
で
、
低
温
倉
庫

建
設
や
両
施
設
の
増
強
・
増
築
工
事

等
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
新
設
が
最
も
良
い
の
で
す
が
利
用

料
等
負
担
金
の
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、

様
々
な
選
択
肢
を
検
討
し
、
2
年
ぐ

ら
い
の
間
に
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
令
和
11
年
ま
で
事
業
に
乗
れ
る
よ

う
、
地
区
事
情
や
要
望
を
入
れ
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
で
も
大
規

模
な
広
域
ト
マ
ト
共
選
再
編
も
進
ん

で
お
り
、
今
後
、
中
期
計
画
の
重
要

な
案
件
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
（
意
見
）

◇
　
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
後
継
品
種
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
品
種
特
性
と

し
て
、
高
温
に
強
く
、
白
度
も
高
く
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
た
販
売
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
現
時
点
で
は
、
令
和
6
年
産
施
設

特
定
米
穀
の
最
終
精
算
は
あ
り
ま
す
。

◇
　
今
年
度
は
、
概
算
金
の
早
期
設
定
、

新
た
な
出
荷
奨
励
金
の
設
定
に
も
取

組
ん
だ
結
果
、
集
荷
率
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
巡
回
に

よ
る
集
荷
推
進
に
も
努
め
ま
し
た
。

商
系
一
括
買
取
は
自
社
利
益
を
優
先

し
て
お
り
透
明
性
に
欠
け
ま
す
。
一

方
、
J
A
は
所
定
の
手
数
料
等
を
明

確
化
し
対
応
し
て
お
り
、
J
A
の
概

算
・
精
算
方
式
は
一
定
の
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
少
し
で
も
高
く
、
早
く

を
目
指
し
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
コ
ス
ト
高
が
続
く
現
状
で
、
乳
価

は
適
正
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
価
格
交

渉
に
向
け
道
酪
対
等
の
活
動
を
通
じ

て
要
請
し
て
い
ま
す
。

◇
　
ホ
ク
レ
ン
指
定
団
体
情
報
紙
で
基

本
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し

た
情
報
提
供
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
限
ら
れ
た
人
員
体
制
に
お
い
て
各

自
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
範
囲
に
と

ら
わ
れ
る
事
な
く
連
携
を
強
化
し
効

率
的
業
務
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
　
J
A
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
に
よ

る
駆
除
は
現
状
難
し
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
行
政
と
協
議
し
、

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
行
政
と
連
携
し
、
新
規
就
農
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

◇
　
農
産
物
の
適
正
価
格
は
生
産
費
だ

け
で
な
く
機
械
更
新
費
・
施
設
投
資

費
を
含
む
再
生
産
を
踏
ま
え
た
水
準

と
し
、
国
に
は
今
後
も
継
続
し
て
適

正
価
格
形
成
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◇
　
新
規
就
農
対
策
は
市
町
主
体
で

行
っ
て
お
り
、
現
状
と
し
て
は
J
A

で
予
算
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇
　
家
庭
菜
園
に
使
用
し
た
薬
剤
が
散

布
機
材
の
洗
浄
不
足
に
よ
り
、
混
入

し
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
す
。

◇
　
新
規
就
農
支
援
は
自
治
体
ご
と
に

対
応
が
異
な
る
た
め
、
地
区
ご
と
に

行
政
と
連
携
し
ま
す
。
農
協
は
支
援

へ
積
極
的
に
関
与
し
、
都
度
状
況
に

応
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
て
J
A

へ
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
正

組
合
員
化
で
女
性
・
担
い
手
の
目
線

で
J
A
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
提
案
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

正
組
合
員
の
減
少
が
著
し
く
、
経
営

基
盤
維
持
も
含
め
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
　
利
用
者
へ
の
事
前
周
知
に
関
し
て

は
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
と
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
大
沼
地
区
は
以
前
の

よ
う
に
封
筒
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
新
規
就
農
者
を
受
入
れ
て
も
、
そ

れ
以
上
に
離
農
者
が
多
い
状
況
で
す
。

　
　
一
戸
複
数
組
合
員
化
は
、
後
継
者

も
経
営
者
に
な
る
前
に
加
入
し
農
協

運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
女
性

も
色
々
な
会
議
や
研
修
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
取
組
み
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
な
る
べ
く
同
地
区
か
ら
広
域
理
事

を
選
出
し
な
い
方
針
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
理
事
会
等
で
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
入
組
後
ま
も
な
い
職
員
と
の
面
談

や
、
全
職
員
に
対
し
て
人
事
制
度
に

基
づ
く
面
談
を
年
に
数
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
（
要
望
）

◇
　
女
性
の
管
理
職
登
用
の
明
確
な
目

標
値
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
全
職

員
の
46
〜
47
％
が
女
性
で
、
男
女
関

係
な
く
登
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
即
戦
力
と
な
る
人
材
が
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。
新
入
社
員
に
は
積
極

的
に
研
修
会
等
の
参
加
や
知
識
向
上

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
採
用
活
動
も

継
続
し
て
い
ま
す
が
応
募
が
な
い
状

況
で
す
。

◇
　
（
意
見
）

◇
　
以
前
は
盆
地
を
エ
リ
ア
と
し
た
整

備
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
㈱
ホ
ク
レ

ン
道
南
機
械
セ
ン
タ
ー
か
ら
始
ま
り

㈱
ホ
ク
レ
ン
油
機
サ
ー
ビ
ス
と
な
り

ま
し
た
が
、
利
用
者
の
伸
び
悩
み
と

収
支
改
善
が
進
ま
ず
、
整
備
工
場
は

閉
鎖
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平

成
23
年
に
J
A
函
館
市
亀
田
関
連
会

社
で
あ
る
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
事
業
継
承
と
な
り
ま
し
た
。

◇
　
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
で
運
営
し
て

い
る
整
備
工
場
で
の
越
境
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
い
て
は
確
認
い
た
し
ま
す
。

　
又
、
民
間
の
整
備
工
場
へ
の
働
き

か
け
も
確
認
い
た
し
ま
す
。

◇
　
補
助
金
は
満
額
、
小
売
価
格
に
反

映
し
値
下
げ
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
人
材
確
保
に
向
け
求
人
活
動
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
（
意
見
）

　
　
…
質
問
・
意
見

　
◇
…
回
答

◇
　
運
営
元
で
あ
る
J
A
北
海
道
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
改
善
点
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
営

農
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
伝
え
下
さ
い
。

本
店
と
連
携
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

要
望
を
繋
ぎ
ま
す
。

◇
　
正
組
合
員
数
が
減
る
と
農
協
事
業

が
縮
小
し
ま
す
。
正
組
合
員
が
増
え

る
と
J
A
運
営
に
様
々
な
意
見
を
反

映
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

◇
　
正
組
合
員
加
入
促
進
に
よ
り
、
正

組
合
員
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
当
J
A
で
は
常
務
理
事
が
学
識
経

験
理
事
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
元
職
員
や
連
合
会
の
元
職
員
な
ど

が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
外
部
企

業
等
か
ら
の
起
用
は
要
望
と
し
て
伺

い
ま
す
。

◇
　
審
査
担
当
の
常
務
を
別
に
選
任
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
針
に

よ
り
、
信
用
担
当
、
総
務
審
査
担
当
、

1
大
沼
地
区
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
封
筒
が
設

置
さ
れ
て
い
た
が
１０
月
か
ら
無
く

な
っ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
な
理
由

で
誰
が
指
示
し
た
の
か
。
利
用
者

へ
は
事
前
に
周
知
し
て
い
な
か
っ

た
の
か
。

2
前
回
の
懇
談
会
で
、
同
じ
区
域
か

ら
広
域
理
事
２
名
を
選
出
し
な
い

と
い
う
説
明
を
受
け
た
が
、
今
後

も
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
の
か
。

1
機
械
セ
ン
タ
ー
の
人
員
は
２
人
な

の
で
整
備
を
お
願
い
し
て
も
時
期

に
よ
り
時
間
が
掛
か
る
事
が
多
い
、

増
員
を
考
え
て
ほ
し
い
。

4
他
地
区
の
整
備
工
場
に
よ
る
地
域

を
越
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
指
定
整
備
工

場
が
な
く
な
っ
た
の
で
再
開
の
働

き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

5
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
の
廃
止
は

価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

6
鍛
冶
屋
の
担
当
は
１
名
体
制
の
為
、

人
員
不
足
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

7
給
与
を
上
げ
て
人
員
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。

8
整
備
工
場
の
業
務
は
高
度
な
専
門

性
が
求
め
ら
れ
る
為
、
人
材
確
保

が
難
し
い
の
は
理
解
で
き
る
。
求

人
だ
け
で
な
く
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

2
魅
力
的
な
給
与
体
系
で
な
け
れ
ば
、

人
材
を
呼
び
込
む
の
は
難
し
い
と

思
う
。
今
後
、
魅
力
あ
る
職
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
。

3
七
飯
地
区
に
な
ぜ
Ｊ
Ａ
整
備
工
場

が
無
い
の
か
。

3
職
員
の
退
職
に
つ
い
て
、
退
職
前

に
色
々
話
を
聞
い
て
待
遇
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

4

 

定
年
が
変
更
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
定
年
延
長
に
つ
い
て
も

組
合
員
へ
周
知
し
て
ほ
し
い
。

5
近
年
で
は
２
等
級
特
進
す
る
事
例

が
あ
っ
た
が
、
今
後
も
優
秀
な
職

員
に
は
適
用
し
て
ほ
し
い
。

6
女
性
管
理
職
の
人
数
に
つ
い
て
目

標
比
率
は
あ
る
か
。

1
組
合
員
の
高
齢
化
を
Ｊ
Ａ
の
問
題

と
し
て
捉
え
て
考
え
て
ほ
し
い
。

【
信
用
共
済
部
関
係
】

【
総
務
部
関
係
】

【
㈱
新
は
こ
だ
て
協
同
関
係
】

11
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営
農
販
売
担
当
の
常
務
3
名
を
選
任

し
て
お
り
ま
す
が
、
他
役
員
が
担
当

業
務
を
兼
務
す
る
事
で
運
営
は
可
能

で
す
の
で
、
役
員
定
数
等
検
討
委
員

会
で
協
議
の
結
果
、
R
9
年
役
員
改

選
時
に
定
数
を
1
名
減
ら
す
予
定
で

す
。

◇
　
退
職
の
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、

同
じ
理
由
で
辞
め
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
前
に
は
、
営
農

セ
ン
タ
ー
や
人
事
課
で
個
別
に
面
談

を
行
い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
ニ
マ
ル
（
ｎ
ｉ
ｍ
ａ
ｒ
ｕ
J
A
）

は
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
別

で
あ
り
、
農
産
物
集
荷
伝
票
の
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
を
目
的
と

し
た
取
組
み
で
す
。

◇
　
新
ト
マ
ト
共
選
に
関
わ
る
建
物
及

び
機
械
類
の
補
助
申
請
や
、
入
札
に

向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
遅
滞
な
く

取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

◇
　
天
候
に
よ
る
出
荷
数
量
減
少
、
系

統
外
出
荷
が
主
な
要
因
で
す
。
組
合

員
巡
回
の
強
化
等
、
営
農
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
既
に
当
該
営
農
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
近

隣
農
協
と
共
選
事
業
提
携
が
図
れ
る

よ
う
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
出
荷
受
入
時
間
の
統
一
は
、
品
目

や
取
扱
量
の
違
い
か
ら
困
難
で
す
が
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
土
曜

受
入
を
業
者
委
託
し
た
地
区
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
各
地
区
の
状
況
に
応

じ
た
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
系
統
の
情
報
や
販
売
環
境
を
踏
ま

え
設
定
し
て
お
り
、
概
算
金
返
還
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
引
き
続
き
販
売

強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
本
年
は
期
中
で
の
新
米
販
売
が
伸

び
悩
み
、
例
年
に
比
べ
て
出
荷
が
遅

い
影
響
に
よ
り
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
原
料
の
搬
入
が
滞
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
各
地
区
倉
庫
か
ら
の
原
料
受

け
入
れ
に
も
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

精
算
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
早
期
精

算
に
向
け
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
再
編
検
討
委
員
会
で
、
低
温
倉
庫

建
設
や
両
施
設
の
増
強
・
増
築
工
事

等
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
新
設
が
最
も
良
い
の
で
す
が
利
用

料
等
負
担
金
の
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、

様
々
な
選
択
肢
を
検
討
し
、
2
年
ぐ

ら
い
の
間
に
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◇
　
令
和
11
年
ま
で
事
業
に
乗
れ
る
よ

う
、
地
区
事
情
や
要
望
を
入
れ
対
応

し
ま
す
。
ま
た
、
他
地
区
で
も
大
規

模
な
広
域
ト
マ
ト
共
選
再
編
も
進
ん

で
お
り
、
今
後
、
中
期
計
画
の
重
要

な
案
件
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
（
意
見
）

◇
　
ふ
っ
く
り
ん
こ
の
後
継
品
種
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
品
種
特
性
と

し
て
、
高
温
に
強
く
、
白
度
も
高
く
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
た
販
売
が
必
要

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
　
現
時
点
で
は
、
令
和
6
年
産
施
設

特
定
米
穀
の
最
終
精
算
は
あ
り
ま
す
。

◇
　
今
年
度
は
、
概
算
金
の
早
期
設
定
、

新
た
な
出
荷
奨
励
金
の
設
定
に
も
取

組
ん
だ
結
果
、
集
荷
率
向
上
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
巡
回
に

よ
る
集
荷
推
進
に
も
努
め
ま
し
た
。

商
系
一
括
買
取
は
自
社
利
益
を
優
先

し
て
お
り
透
明
性
に
欠
け
ま
す
。
一

方
、
J
A
は
所
定
の
手
数
料
等
を
明

確
化
し
対
応
し
て
お
り
、
J
A
の
概

算
・
精
算
方
式
は
一
定
の
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
少
し
で
も
高
く
、
早
く

を
目
指
し
今
後
も
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
コ
ス
ト
高
が
続
く
現
状
で
、
乳
価

は
適
正
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
価
格
交

渉
に
向
け
道
酪
対
等
の
活
動
を
通
じ

て
要
請
し
て
い
ま
す
。

◇
　
ホ
ク
レ
ン
指
定
団
体
情
報
紙
で
基

本
方
針
が
示
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し

た
情
報
提
供
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
限
ら
れ
た
人
員
体
制
に
お
い
て
各

自
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
範
囲
に
と

ら
わ
れ
る
事
な
く
連
携
を
強
化
し
効

率
的
業
務
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
　
J
A
職
員
の
狩
猟
免
許
取
得
に
よ

る
駆
除
は
現
状
難
し
い
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
行
政
と
協
議
し
、

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
行
政
と
連
携
し
、
新
規
就
農
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
に
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

◇
　
農
産
物
の
適
正
価
格
は
生
産
費
だ

け
で
な
く
機
械
更
新
費
・
施
設
投
資

費
を
含
む
再
生
産
を
踏
ま
え
た
水
準

と
し
、
国
に
は
今
後
も
継
続
し
て
適

正
価
格
形
成
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま

す
。

◇
　
新
規
就
農
対
策
は
市
町
主
体
で

行
っ
て
お
り
、
現
状
と
し
て
は
J
A

で
予
算
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

◇
　
家
庭
菜
園
に
使
用
し
た
薬
剤
が
散

布
機
材
の
洗
浄
不
足
に
よ
り
、
混
入

し
て
し
ま
っ
た
の
が
原
因
で
す
。

◇
　
新
規
就
農
支
援
は
自
治
体
ご
と
に

対
応
が
異
な
る
た
め
、
地
区
ご
と
に

行
政
と
連
携
し
ま
す
。
農
協
は
支
援

へ
積
極
的
に
関
与
し
、
都
度
状
況
に

応
じ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
て
J
A

へ
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
正

組
合
員
化
で
女
性
・
担
い
手
の
目
線

で
J
A
運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
提
案
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

正
組
合
員
の
減
少
が
著
し
く
、
経
営

基
盤
維
持
も
含
め
て
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
　
利
用
者
へ
の
事
前
周
知
に
関
し
て

は
配
慮
が
不
足
し
て
い
た
と
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
大
沼
地
区
は
以
前
の

よ
う
に
封
筒
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
新
規
就
農
者
を
受
入
れ
て
も
、
そ

れ
以
上
に
離
農
者
が
多
い
状
況
で
す
。

　
　
一
戸
複
数
組
合
員
化
は
、
後
継
者

も
経
営
者
に
な
る
前
に
加
入
し
農
協

運
営
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
女
性

も
色
々
な
会
議
や
研
修
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
取
組
み
も
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

◇
　
な
る
べ
く
同
地
区
か
ら
広
域
理
事

を
選
出
し
な
い
方
針
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
理
事
会
等
で
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
　
入
組
後
ま
も
な
い
職
員
と
の
面
談

や
、
全
職
員
に
対
し
て
人
事
制
度
に

基
づ
く
面
談
を
年
に
数
回
行
っ
て
お

り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
（
要
望
）

◇
　
女
性
の
管
理
職
登
用
の
明
確
な
目

標
値
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
全
職

員
の
46
〜
47
％
が
女
性
で
、
男
女
関

係
な
く
登
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
…
質
問
・
意
見

　
◇
…
回
答

◇
　
運
営
元
で
あ
る
J
A
北
海
道
情
報

セ
ン
タ
ー
へ
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　
改
善
点
な
ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
営

農
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
伝
え
下
さ
い
。

本
店
と
連
携
し
て
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

要
望
を
繋
ぎ
ま
す
。

◇
　
正
組
合
員
数
が
減
る
と
農
協
事
業

が
縮
小
し
ま
す
。
正
組
合
員
が
増
え

る
と
J
A
運
営
に
様
々
な
意
見
を
反

映
で
き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。

◇
　
正
組
合
員
加
入
促
進
に
よ
り
、
正

組
合
員
数
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

◇
　
（
要
望
）

◇
　
当
J
A
で
は
常
務
理
事
が
学
識
経

験
理
事
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
元
職
員
や
連
合
会
の
元
職
員
な
ど

が
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
外
部
企

業
等
か
ら
の
起
用
は
要
望
と
し
て
伺

い
ま
す
。

◇
　
審
査
担
当
の
常
務
を
別
に
選
任
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
針
に

よ
り
、
信
用
担
当
、
総
務
審
査
担
当
、

13
上
育
４
８
５
号
が“

ふ
っ
く
り
ん

こ”

の
後
継
品
種
と
し
て
登
場
し

た
場
合
、
新
品
種
と“

ふ
っ
く
り

ん
こ”
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

位
置
づ
け
に
な
る
の
か
。

16
も
ち
米
の
各
種
補
助
を
強
く
要

望
、
特
に
気
候
変
動
の
影
響
で
品

質
が
不
安
定
と
な
り
安
定
生
産
に

向
け
た
、
も
ち
米
品
種
改
良
等
の

加
速
も
併
せ
て
求
め
ま
す
。

1
現
在
の
乳
価
は
適
正
だ
と
思
う

か
。

1
鹿
、
熊
の
食
害
被
害
が
大
き
い
。

Ｊ
Ａ
職
員
が
猟
銃
免
許
を
取
っ
て

駆
除
し
て
ほ
し
い
。

5
新
規
就
農
に
特
化
し
た
施
策
、
人

材
へ
の
投
資
な
ど
予
算
は
確
保
し

て
い
る
の
か
。

6
ホ
ウ
レ
ン
草
の
残
留
農
薬
の
顛
末

に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
ほ
し

い
。
原
因
は
何
か
。

7
新
規
就
農
対
策
が
棚
上
げ
さ
れ
て

い
る
。
新
函
館
に
は
多
様
な
農
業

形
態
が
あ
り
、
就
農
先
も
豊
富
。

新
規
就
農
対
策
を
強
化
し
、
正
組

合
員
数
を
増
や
す
べ
き
で
な
い
か
。

2
一
戸
複
数
化
は
良
い
と
思
う
が
、

新
規
就
農
者
を
増
や
す
為
の
魅
力

発
信
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
青
年
部

と
し
て
も
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

3
組
合
員
数
減
少
に
向
け
た
対
策
は

考
え
て
い
る
の
か
。

2
乳
価
交
渉
に
お
け
る
方
針
を
予
め

生
産
者
に
示
し
て
ほ
し
い
。

15
今
年
産
米
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
単
価

は
、
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
が
、

商
系
の
買
取
価
格
や
方
式
に
負
け

て
い
る
。
す
べ
て
買
取
精
算
に
す

る
必
要
は
な
い
も
の
の
商
系
並
み

の
精
算
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
時
代
に
合
っ
た
リ
ス
ク

を
負
っ
た
対
応
も
今
後
必
要
で
は

な
い
か
。

14
令
和
６
年
産
米
の
追
加
精
算
は
あ

る
の
か
。

【
酪
農
畜
産
関
係
】

【
農
業
振
興
部
関
係
】

8
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
で
営
農
し

て
い
る
。
J
A
へ
の
意
見
、
要
望

も
共
有
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。

家
族
の
正
組
合
員
化
ま
で
必
要
は

あ
る
の
か
。

4
現
状
の
農
産
物
価
格
で
は
儲
か
ら

ず
、
後
継
者
の
輩
出
す
ら
困
難
。

生
産
費
に
見
合
う
価
格
形
成
を
望

む
現
場
の
声
は
国
へ
届
い
て
い
る

の
か
。

道
や
国
等
の
事
業
申
請
が
あ
り
、

担
当
職
員
１
人
に
負
荷
が
か
か
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

3
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道南でガソリン・灯油・軽油の

盗難が発生しております！

消防法で定められた指定数量を超えないように保管してください。

少量危険物の保管は次の通りです。
ガソリン

40ℓ未満

➁給油口の対策
①パイプ部

分をガード

ホースがタンクの底部分まで
入らないようにブロック

盗難が発生したら

倉庫・納屋等の保管注意！！

灯油 軽油

200ℓ未満 200ℓ未満

①まずは警察へ通報。②当社給油所へ連絡。
家庭用灯油盗難補償 5万円を上限として、灯油盗難被害相当を補償（1回/1年間まで）
※灯油定期配送契約を締結されている家庭用の490Lもしくは200Lのホームタンクが対象です。

営農用燃料油盗難補償 10万円を上限として、灯油・軽油盗難被害相当を補償（1回/1年間まで）
※490Lもしくは980Lの営農用灯油・軽油貯蔵用ホームタンクが対象です。

※現金での補償はできません。※補償は年間1回（当該年度4月1日～翌年度4月1日の1年間）に限ります。※盗難該当以外の
タンクへの給油はできません。※一部対象外となる契約先があります。※直近配送データより1日平均の使用数量を算出し、
直近の配送給油日から盗難発生日までの使用数量を控除します。
※詳しくは当社給油所までお問い合わせください。

当社はホームタンクの燃料に盗難保証がついています。

燃料油の盗難にご注意!!
株式会社 新はこだて協同からのお知らせ

少量危険物の数量を超え保管する
場合は自治体の火災予防条例に基
づき届出が必要となるケースがあ
ります。消防法に違反して保管した
場合、消防法違反として罰則または
是正命令の対象になります。

➁参考価格5,280円
①参考価格31,350円

13

左上から、山田房子さん、前川恵子さん、春山かよさん
左下から落合まり子さん、山上千鶴子さん

ち
そ
の
実
と
な
ん
ば
ん
の
佃
煮

北
斗
地
区
の
ち
そ
の
実
を
使
っ
た

ち
そ
の
実

～地産地消～

母ちゃんの

stagram飯
め し

北斗市女性部

今回料理を紹介していただくのは…

北斗市女性部

作り方

① ちその実は良く洗いキッチンペーパーで水気を切る。
② ジップロック等にちその実を入れて、塩を入れて漬ける。
③ じゃがいもの皮をむき、唐辛子は中の種を取りみじん切りにする。

④ 中火の鍋に、ちその実とザラメ、醤油を投入。
⑤ ④にトマトジュースを入れて、ヘラで混ぜながら②で切った唐辛子を入れ、１０分程 

　煮詰める。
⑥ 煮詰まったら、生のジャガイモをすりおろす。
⑦ ⑤へ投入する。

⑧ 少し冷ましたら完成。

「しみることもあるので手袋をは
いて準備しましょう」

「いもを入れることで汁気がなく
とろみがつきます」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
地
区
女
性
部
員
の
方
に
、
そ
の
地
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
用
い
た
料
理
を

ご
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Meshistagram

485likes

# ちその実　# 紫蘇
# ごはんのお供に
# ピリ辛
# 癖になる味

【
栄
養
素
】
ビ
タ
ミ
ン
K

【
効
果
】
血
液
を
固
め
、
骨
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨

に
し
っ
か
り
届
く
よ
う
に
助
け
て
く
れ
る
の
で
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
に
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
発
音
の
違
い
に
よ
り
「
し
そ
の
実
」
を
「
ち
そ
の
実
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

材料（7人前）
ちその実………………………………………………………… 400g
じゃがいも ………………………………………………………… 3個
トマトジュース …………………………………………………200ml
唐辛子……………………………………………………………… 15g
ザラメ…………………………………………………………… 300g
醤油………………………………………………………………200ml
塩……………………………………………………………………適量
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Q. A.

ルール
空いているマスに、1から9までの数字のどれかを入れま
す。

（1）

タテ列（9列）、ヨコ列（9列）、太線で囲まれた3×3のブ
ロック（それぞれ9マスあるブロックが9つ）のいずれにも
1から9までの数字が1つずつ入ります。

（2）

➡

例

数独®ニコリ

二重枠に入った数字の合計は？
Q.

出題®ニコリ

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか?

Q.

全部埋めなくても
答えはでるよ！
まずは

「３×３のブロック」
で数字を順に
考えてみよう！

脳 広場トレ
数独・クロスワード

数独／前回の答え 6 クロスワード／前回の答え ゴウカク

パズル ? 頭の体操

タテのカギ
 2 卒業生代表が壇上で卒業――を受け取った
 6 チューナーで選局して聞きます
 8 わんこそばやじゃじゃ麺で知られる県
 9 精算するために並びます
10 アルファベットの7番目
11 通知表ともいいます
15 走ること。ウイニング――
16 日本庭園の池に似合う魚
18 熱波師が活躍しているところもあります
20 糖度計の――を読み取った
21 夫婦――で旅行に行った

ヨコのカギ
 1 お雛様にひな――をお供えした
 2 力士が土俵にまくもの
 3 オーストリアの首都
 4 眉間に寄せるもの
 5 スケジュール帳に書き込みます
 7 ――は小説よりも奇なり
10 ――、雷、火事、親父
12 タロットカードや水晶玉などを使っておこないます
13 出身校をこういうことも
14 パーが紙ならチョキは
17 ショートケーキの真っ赤な彩り果実
19 鳴門海峡には大きなものが発生
20 神社の参拝時に鳴らすこともあります
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Information

（
１
）
第
10
回
内
部
監
査
結
果
に
つ
い
て

（
２
）
委
員
会
の
開
催
報
告
に
つ
い
て

　
　
　①

　第
１
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

　
　
　②

　第
１
回
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会

（
３
）
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

（
４
）
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

（
５
）
令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
状
況
に
つ
い
て

（
６
）
第
４
四
半
期
の
資
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

（
７
）
遊
休
資
産
の
処
分
状
況
（
令
和
７
年
度
末
現
在
）
に
つ
い
て

（
８
）
「
Ｊ
Ａ 

バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
か
か
る
指
針
」
の
変
更
に
つ
い
て

（
９
）
利
益
相
反
取
引
に
係
る
包
括
承
認
貸
付
の
実
行
報
告
に
つ
い
て

（
10
）
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
事
務
所
・
施
設
等
再
編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
並
び
に
第
１
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に

　
　
　つ
い
て

（
11
）
令
和
７
年
度
ク
ミ
カ
ン
精
算
状
況
に
つ
い
て

（
12
）
広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
13
）
令
和
７
年
産
米
の
契
約
未
達
者
に
対
す
る
違
約
措
置
に
つ
い
て

報
告
事
項

第
１
回
理
事
会（
定
例
）

●
日
時
／
令
和
８
年
2
月
25
日（
水
）10
時
30
分
〜

　●
場
所
／
北
斗
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

理
事
会
開
催
報
告

第
１
号

　職
員
へ
の
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

第
２
号

　令
和
７
年
度
決
算
に
つ
い
て

第
３
号

　令
和
７
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）
に
つ
い
て

第
４
号

　令
和
８
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て

第
５
号

　人
事
関
連
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　①

　給
与
規
程

　
　
　
　②

　退
職
給
与
規
程

　
　
　
　③

　職
員
就
業
規
則

　
　
　
　④

　準
職
員
就
業
規
則

　
　
　
　⑤

　旅
費
・
実
費
弁
償
規
程

　
　
　
　⑥

　職
能
資
格
規
程

　
　
　
　⑦

　人
事
労
務
基
本
方
針

第
６
号

　株
式
会
社
新
は
こ
だ
て
協
同
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

第
７
号

　金
融
機
関
へ
の
貸
付
に
つ
い
て

第
８
号

　金
融
機
関
へ
の
貸
付
（
信
託
勘
定
）
に
つ
い
て

第
９
号

　広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
固
定
資
産
「
開
発
行
為
第
２
工
区
造
成
工
事
」
の
実
施
に
つ
い
て

第
10
号

　広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
固
定
資
産
「
外
構
舗
装
改
修
工
事
（
野
菜
集
荷
所
跡
地
）
」
の
実

　
　
　
　施
に
つ
い
て

第
11
号

　広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
固
定
資
産
「
外
構
舗
装
改
修
工
事
（
キ
ュ
ウ
リ
施
設
上
屋
・
ト
ラ
ッ

　
　
　
　ク
ス
ケ
ー
ル
）
」
の
実
施
に
つ
い
て

第
12
号

　広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
固
定
資
産
「
荷
捌
所
・
農
産
物
検
査
事
務
所
建
物
完
了
検
査
（
設

　
　
　
　計
・
構
造
調
査
等
）
」
の
実
施
に
つ
い
て

第
13
号

　広
域
ト
マ
ト
共
選
施
設
再
編
に
係
る
固
定
資
産
「
荷
捌
所
耐
震
補
強
改
修
工
事
」
の
実
施
に
つ
い
て

第
14
号

　令
和
８
年
度
事
業
計
画
〈
収
支
〉
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
　
　案

お問い合わせ・ご注文は

各営農センター生産資材店舗まで

お願いします。生産コスト低減に

向けしっかりサポート致します！

せいさんしざい通信（2026年3月号） 水田畦畔の害虫・雑草対策に！！

　水田畦畔の雑草は、斑点米
の原因となるカメムシ類など
の生息源となります。雑草を
管理して害虫の被害を抑えま
しょう。

　水田畦畔の省力的かつ持続
的な雑草管理が可能になりま
すので、「ザクサ液剤」＋
「カーメックス顆粒水和剤」
の【名コンビ】をお勧めいた
します。

スズメノカタビラ イヌビエ オヒシバ
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2
‐
道
南
を
農
す

　
　知
内
地
区

　笠
松

　勇
登
 さん

3
‐TO

PICS

5
‐
ワ
ー
ク
プ
ラ
ス

　
　第
24
回
通
常
総
代
会
開
催
の
ご
案
内

6
‐
あ
ぐ
り
レ
ッ
ス
ン（
渡
島
）

8
‐
対
話
し
た
い
わ（
組
合
員
懇
談
会
）

12
‐
母
ち
ゃ
ん
の
飯
ス
タ
グ
ラ
ム

13
‐
新
は
こ
だ
て
協
同
よ
り

14
‐
理
事
会
報
告

15
‐
脳
ト
レ
広
場

16
‐
お
い
し
い
ミ
ル
ク
レ
シ
ピ

C O N T E N T S

JA新はこだて
ホームページ

№283
3月号
2026年

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

新はこだて

LINE@やホームページで、各種お知らせやイベント情報などを発信しています！ ぜひ、ご覧ください！

第
2
8
3
号

電
話
／
0138-77-5557　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5563

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
本
店
 農
業
振
興
部
 営
農
企
画
課
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

令
和
8年
3月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

編集後記

　「おかあちゃんの工夫展」が木古内で開催され取材に行ってきた際
に試食もさせてもらいました　食パンでつくられたフロランタンやおか
らドーナツなどどれも美味しかったです　２個も食べちゃいました　
 （茉）

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

作り方

今月号の表紙について

撮
影
場
所

品
　
　
目

知
内
地
区
に
て
撮
影

ニ
ラ

チーズのこくと甘さがた
っぷり

春待ちシチュー

材料（4人分）

鶏もも肉……………………………… 1枚
塩・こしょう………………………… 少々
カブ…………………………………… 4個
タマネギ……………………………… 1個
ニンジン……………………………… 2本
スナップエンドウ…………………… 100g
クリームチーズ……………………… 50g
水………………………………… 大さじ 1
A
　スキムミルク………………… 大さじ 6
　薄力粉………………………… 大さじ 3
　塩…………………………… 小さじ 2/3
顆粒スープのもと（洋風）……… 小さじ 2
オリーブ油……………………… 大さじ 1

おいしい
ミルクレシピ

牛乳をもっと食卓に

1

レシピ●料理家・管理栄養士　小山浩子さん
出典●Jミルク乳和食サイト

鶏もも肉は12切れに切って塩・こしょうを振る

2 カブは半分に、タマネギは4等分に切る。ニンジンは長さを3等分し、太い方をさらに縦
半分に切る。スナップエンドウは筋を取り下ゆでしておく。

3 クリームチーズと水を合わせて電子レンジ（600W）で1分加熱し、Aを混ぜる。

4 オリーブ油でニンジン、鶏もも肉を炒め、カブとタマネギを炒め合わせる。湯800ml（材
料外）と顆粒スープのもとを加え、中火で20分煮る。

5 煮汁で③を溶き延ばして鍋に戻し、スナップエンドウを加えて5分煮て、塩・こしょう（分
量外）をする。

はこたまアルバム
マルメロード第149章

Ｄａｙ：2026.2.22

　新函館北斗駅にてずーしー
ほっきーが浮かび上がってい
ました　雪は寒いのであまり好
きではありませんが、これは駅
の中から見ることができました。
ライトアップなども暖かいところ
から見る分にはとても楽しいで
すね　ＨＯＫＵＴＯの文字も
いいですね


